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気象条件・死亡場所が死亡原因に与える影響
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目的　目的外使用により入手した人口動態調査死亡票および気象庁のアメダスデータを用い，地域，
季節，外気温度，死亡場所による死亡率の関係について検討した。

方法　人口動態統計死亡票は平成15～18年の 4年間分を使用した。ICD-10に準拠したCode. 9200-
9208を「心疾患」，同9300-9304を「脳血管疾患」に分類した。人口データは平成17年国勢調査
人口を用いた。外気温度などの条件による死亡率を評価するため，外気温度の発生頻度を考慮
した死亡率を用いた。

結果　①自宅において心疾患，新生物，脳血管疾患の順に多く，自宅での心疾患は他の死因と比較
し比率が高い。②心疾患に関し，急性心筋梗塞，その他の虚血性心疾患，不整脈・伝導障害，
心不全について，病院に対する自宅での死亡率のオッズ比を求めた結果，その他の虚血性心疾
患，急性心筋梗塞が他の心疾患と比較し顕著であった。③脳血管疾患に関し，くも膜下出血，
脳内出血，脳梗塞について，病院に対する自宅での死亡率のオッズ比を求めた結果，脳内出血
が他の脳血管疾患と比較し顕著であった。④各疾患に関し，月別死亡数比を病院と自宅で比較
した結果，その他の虚血性心疾患，急性心筋梗塞，脳内出血で顕著な差異が見られた。⑤心疾
患および脳血管疾患の外気温別オッズ比は，病院では外気温度の影響が少なく自宅ではいずれ
の地域でも外気温の低下とともに顕著に増加する。地域別にみると，温暖な地域はその傾向が
顕著であった。

考察　死因における心疾患と脳血管疾患に関し，同類の疾患の中でも自宅での死亡率が病院と比較
し顕著に高くなる疾患は，その他の虚血性心疾患，急性心筋梗塞，脳内出血であった。いずれ
の疾患も危険因子として高血圧が挙げられる。自宅では温暖な地域ほど外気温が低くなった場
合，リスクの増加が顕著であることから，温暖な地域でも自宅の断熱性能向上の必要性が裏付
けられた。

キーワード　人口動態統計，気象データ，死亡場所，外気温度，死亡率，オッズ比

Ⅰ　緒　　　言

　住宅において，急病の発生時期，場所，発生
頻度を知ることは，住宅の安全で快適な環境を
検討する上で重要である。籾山は季節病カレン
ダー1）を作成し，冬期に傷病の発生が多いこと

を指摘している。筆者らはこれまでに，厚生労
働省統計データの人口動態調査票の目的外使用
により入手した人口動態調査死亡票および気象
庁のアメダスデータを用い，地域，季節，気象
条件，死亡場所による傷病発生や死亡率の関係
について検討している2）-4）。 3 大疾患の内，脳
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血管疾患および心疾患はその種類も多く原因が
多岐にわたる。本研究では，これらの疾患につ
いて，地域，季節，気象条件，死亡場所と死亡
率の関係を検討したものである。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　調査資料
　1)　死亡票記録票
　人口動態統計死亡票の記載項目を表 1に示す。
ここでは平成15～18年の 4年間分を使用した。
なお，死亡票に記載された死亡原因はICD-10
（WHOにおける分類）に準拠した疾患，障害
及び死因分類に従う。これらのコードの内，
Code.（以下同様）2000-2200を「新生物」，
9200-9208を「心疾患」，9300-9304を「脳血管
疾患」に分類した。
　2)　人口データ
　人口データは総務省統計局所管の平成17年国
勢調査人口を用いた。なお市町村別人口（平成
15～18年に統廃合した市町村は平成17年度の人
口も含む）は，平成17年国勢調査時の市町村人
口を用いた。
　3)　気象データ
　都道府県別の分析には，気象庁の地上気象観
測データ（アメダスデータ）を使用した。都府
県内にアメダスの観測所は複数存在する場合，
都府県庁所在地の観測所のデータを用いた。な
お，北海道については，面積が広大であるため，
代表都市として札幌市，函館市，旭川市の観測
所データを各最寄りの都市人口による加重平均
値を用いた。

（ 2）　評価指標
　1)　年間死亡数
　死亡票から得られた死亡者の数を死亡実数と
する。本研究では平成15～18年の 4年間分の平
均値とした。これを都道府県人口で除し，人口
10万人当たりの死亡数とした。なお年齢階級は
0～64歳，65歳以上の層別分割を行った。
　2)　月間死亡数
　年間死亡数と同様に，人口10万人当たりの月

別死亡数とした。
　3)　死亡数比
　月間死亡数の大小を比較するための指標であ
る。死亡数比Ｒは，基準月を 7月とし，月間死
亡数Niを 7 月の死亡数Njulyで除し定義した。
　4)　オッズ比
　リスク評価にはオッズ比を用いた。事象Ａ
（起こる確率：p）と事象Ｂ（起こる確率：q）
のオッズ比は p（ 1 －q）／（ 1 －p）qになる。
オッズ比＝ 1は事象Ａと事象Ｂの起こりやすさ
が同じことを意味する。
　5)　階級別死亡率
　外気温度などの条件による死亡率を評価する
ため，ある条件の発生頻度を考慮した死亡率を
用いた。外気温度θ［℃］の階級別死亡人数
Na（θ）［人］，外気温度θ［℃］の観測回数Nt（θ）
［回］，都市人口Np［人］とすると，外気温度θ
［℃］の階級別死亡率（10万人当たり）Pa（θ）は
次式で定義した。

　Pa（θ）＝
Na（θ）
Nt（θ）Np

×100,000 ⑴

Ⅲ　結　　　果

（ 1）　人口動態死亡票の結果
　1)　死亡場所別死亡数
　年間死亡者は約100万人である。死亡場所別

表 1　死亡票記録項目
死亡場所 都道府県，市町村

死亡時刻 年・月・日・時・分

発生したところ

疾患：病院，診療所，介護老人保健施設，
助産所，老人ホーム，自宅，その他
外因：家，居住施設，学校，施設および
共用地域など

死因（ICD-10）
疾患：心筋症，脳内出血，脳梗塞，新生物など
外因：不慮の事故，不慮の溺死・溺水など

死亡者属性 性別，年齢

図 1　死亡場所別の年間死亡数

注　不詳を除く
0 20 40 60 80 100%

Ｎ＝1,049,544
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に年間死亡数の平均値（平成15～18年）を図 1
に示す。その結果，病院が全体の79％を占め，
次に多いのが12％の自宅である。自宅での死亡
は自宅療養中の場合も含まれるが，多くは突然
の死亡と推察され，季節や気象条件との関係が
深いと考えられる。
　2)　死因別死亡数
　建物種別ごとの死亡原因を図 2に示す。その
結果，病院では新生物，心疾患，脳血管疾患の
順に多く，自宅では心疾患，新生物，脳血管疾
患の順に多い。心疾患は他の死因と比較し自宅
での死亡割合が高く，発症から短時間で死に至
るケースが多いと推察される。
　3)　具体的死因別死亡数
　心疾患および脳血管疾患における死亡数の多
い死因（心疾患：急性心筋梗塞，虚血性心疾患，
心不全，不整脈・伝導障害，脳血管疾患：くも
膜下出血，脳内出血，脳梗塞）について，病院
と自宅における死因構成比を図 3，図 4に示す。
　心疾患に関し，急性心筋梗塞，その他の虚血
性心疾患，不整脈・伝導障害，心不全について，
病院に対する自宅での死亡率のオッズ比を求め
た結果，急性心筋梗塞1.28，その他の虚血性心
疾患3.26，不整脈・伝導障害0.35，心不全0.91
だった。その他の虚血性心疾患，急性心筋梗塞
が他の心疾患と比較し顕著であった。心疾患で

図 3　心疾患の場所別死因構成比
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図 4　脳血管疾患の場所別死因構成比
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図 5　心疾患の死因別月別死亡数と死亡数比（病院）
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は自宅における急性
心筋梗塞，虚血性心
疾患の比率が病院よ
りも高くなっている。
特に虚血性心疾患の
増加が顕著である。
　一方，脳血管疾患
に関し，くも膜下出
血，脳内出血，脳梗
塞ついて，病院に対
する自宅での死亡率
のオッズ比を求めた
結果，くも膜下出血
0.95，脳内出血1.62，
脳梗塞0.52だった。
脳内出血が他の脳血

図 2　建物種別の死亡原因
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管疾患と比較し顕著であった。
　自宅における死亡数の割合が増加するのは，
発症後性急に悪化する疾患であることを意味し
ている。心疾患では，急性心筋梗塞，虚血性心
疾患が，脳血管疾患では脳内出血がそれに該当
する。
　4)　死因別月別死亡数と死亡数比
　心疾患の月別死亡数と死亡数比を図 5，図 6
に示す。これらの結果，心疾患の死因別死亡数
は夏期よりも冬期に増加し，その傾向は病院よ

りも自宅の方が顕著である。各死因の死亡数比
を見ると，冬期の死亡数比は急性心筋梗塞，心
不全，虚血性心疾患共に自宅での死亡数比が高
い。
　一方，脳血管疾患の月別死亡数と死亡数比を
図 7，図 8に示す。これらの結果，脳血管疾患
の死因別死亡数は夏期よりも冬期に増加し，そ
の傾向は病院よりも自宅の方が顕著である。各
死因の死亡数比を見ると，冬期の死亡数比はそ
の他，脳内出血，脳梗塞，くも膜下出血の順で

高くなっている。
　以上のことから，
自宅においては冬期
の心疾患および脳血
管疾患ともにリスク
が高い死因があり，
これらの原因と住環
境の関係解明が必要
である。

（ 2）　外気温との関係
　1) 　外気温別オッ

ズ比
　全国を 8地域に分
割し各地域の外気温
別オッズ比を求め，
図 9（心疾患），図
10（脳血管疾患）に
示す。基準とした
20℃階級の死亡率と
の比で表している。
これらの結果，心疾
患および脳血管疾患
の全体および各死因
において，自宅の外
気温別オッズ比は，
いずれの地域でも外
気温が低くなると増
加する。一方，病院
では，外気温が変化
しても 1に近い。ま
た，地域別にみると，
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図 6　心疾患の死因別月別死亡数と死亡数比（自宅）
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図 7　脳血管疾患の死因別月別死亡数と死亡数比（病院）
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外気温低下に対する
オッズ比の増加は，
北海道が最も緩やか
であり，温暖な地域
はその傾向が顕著に
なっている。
　特に，自宅におけ
る脳内出血では，北
海道が低く，甲信越
および東海・近畿の
オッズ比が高い。ま
た，自宅におけるく
も膜下出血では，九
州，東北が高くなっ
ており，地域の差が
顕著である。
　2) 　 0 ℃・10℃の

外気温別オッズ
比

　各地域において，
外気温度が20℃の時
の死亡率に対し，外
気温度が 0℃および
10℃での死亡率から
外気温度別オッズ比
を求め，各地域の年
平均外気温の関係を
図11（心疾患），図
12（脳血管疾患）に
示す。これらの結果，
自宅では温暖な地域
ほど低温になった場
合，死亡リスクが増
大する。また，病院
ではいずれの地域も
死亡リスクの増大は
わずかであった。
　特に，自宅におけ
る各心疾患および脳
内出血，くも膜下出
血では，外気温度低
下によるリスクが温

図 8　脳血管疾患の死因別月別死亡数と死亡数比（自宅）
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図 9 　外気温別オッズ比（心疾患）
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図10　外気温別オッズ比（脳血管疾患）
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暖な地域ほど顕著に
なっている。これは
地域により，住宅内
の温熱環境の違いが
あることが関係して
いると推察される。

Ⅳ　考　　　察

　死因における心疾
患と脳血管疾患に関
し，同類の疾患の中
でも自宅での死亡率
が病院と比較し顕著
に高くなる疾患は，
その他の虚血性心疾
患，急性心筋梗塞，
脳内出血であった。
いずれの疾患も危険
因子として高血圧が
挙げられる。自宅で
は温暖な地域ほど外
気温が低くなった場
合，リスクの増加が
顕著であることから，
温暖な地域でも自宅
の断熱性能向上の必
要性が裏付けられた。

Ⅴ　結　　　語

　人口動態統計データの心疾患，脳血管疾患お
よびアメダスデータの分析から以下の知見を得
た。第 1に地域別死亡率から，自宅での死亡率
は地域差が顕著である。第 2に病院では外気温
の影響が小さいのに対し，自宅では外気温が低
くなるとオッズ比が大きくなる。特に各心疾患
および脳内出血，くも膜下出血など高血圧が原
因と言われる死因のオッズ比上昇が顕著である。
そして，第 3に外気温別オッズ比を地域別に比
較した。その結果，自宅では温暖な地域ほど外
気温が低くなった場合，リスクの増大が顕著で

ある。
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図12　 0 ℃，10℃の外気温別オッズ比（脳血管疾患）
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